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Google Apps連携、Google Drive連携のための設定手順
このドキュメントはCacooエンタープライズのGoogle Appsログイン連携機能（以下、Apps連携）
およびGoogle Drive連携機能（以下、Drive連携）を利用するために必要な設定手順をまとめたも
のです。

注意：設定を行うアカウントについて

Client IDを作成するGoogle Appsアカウントは、そのアカウント利用者の退職や部署異動に影
響を受けないように、特定の個人のアカウントではなく専用のアカウントで行うことを推奨いた
します。

注意：Cacooエンタープライズで利用するURLについて

Apps連携、Drive連携を利用する場合、Cacooエンタープライズは必ずドメインを含むホスト名
（cacoo.example.comなど）で利用する必要があります。IPアドレスのURLではGoogle APIs
Consoleへの登録でエラーとなります。
なお、そのホストドメイン名で外部ネットワークからアクセスできるようにする必要はありませ
ん。内部ネットワークのみでアクセス可能なホスト名で結構です。

注意：[CACOO_URL]について

設定値の値で[CACOO_URL]と表記している部分は、ご利用されるCacooエンタープライズの
URLに置き換えて設定を行なってください。
[CACOO_URL]の例 ：

http://cacoo.example.com/
https://cacoo.example.com:8080/cacoo/



Google APIs ConsoleでのClient IDの作成
Webブラウザで設定用Google AppsアカウントでGoogleにログインし、以下のURLへアクセスし
Google Developer Consoleを開いてください。
https://console.developers.google.com/

表示された画面で“プロジェクトを作成” をクリックしてください。（作成済みのプロジェクトがある場
合は、プロジェクトの一覧が表示されています。）

プロジェクト名に”Cacoo Enterprise” (任意の名前)を入力し、必要に応じて「組織」と「場所」を指
定してから[作成]をクリックします。利用規約に同意する必要がある場合は、その部分にチェック
をつけます。

プロジェクトの設定画面に遷移するので、左のメニューより[APIとサービス] - [OAuth同意画面]を
クリックします。OAuth同意画面の設定では、「User Type」に"内部"を選択して[作成]をクリックし
ます。

https://console.developers.google.com/


「アプリ登録の編集」画面に遷移したら、「アプリケーション名」に”Cacoo Enterprise” (任意の名
前)を入力します。
「承認済みドメイン」にCacooのURLの最上位のドメイン名（example.comなど）を入力します。
その他の情報は任意で設定します。設定が終わったら[保存して次へ]をクリックします。





次のスコープの設定画面では、そのまま[保存して次へ]をクリックします。

以上でOauth同意画面の設定は完了です。

続いて、左のメニューより[APIとサービス] - [認証情報]をクリックします。認証情報の設定に遷移
したら、上部メニューの[＋認証情報を作成] - [OAuthクライアントID]をクリックします。



OAuthクライアントIDの作成画面が表示されます。以下の内容で設定します。

アプリケーションの種類 「ウェブアプリケーション」を選択

承認済みの JavaScript生成元 空白

承認済みのリダイレクト URI [CACOO_URL]drive/
[CACOO_URL]drive/install
[CACOO_URL]signin/google_oauth2_apps/callback
の３行を入力

入力したら[作成]をクリックします。



OAuth 2.0 クライアントIDが作成されます。
表示されている「クライアントID」の文字列は、後の設定で入力するため控えておきます。

また、 をクリックして、JSONファイルをダウンロードしておきます。

APIの有効化



左のメニュー[有効なAPIとサービス]より[APIとサービスを有効化]をクリックします。

「Google Drive API」を検索してクリックします。

[有効にする]をクリックします。APIが有効になったら、 ボタンをクリックして戻ります。



「Google Drive API」と同様に、「Google People API」も有効にします。２つのAPIが有効になって
いることを「ダッシュボード」から確認します。



Google Drive APIの設定
[有効なAPIとサービス]ページで、「Google Drive API」をクリックします。[ドライブUIの統合]タブ
で、以下の内容を入力します。

※日本語設定の場合、画面のラベルが日本語で表記されている可能性があります。その際は、

対応する項目を読み替えて設定をお願いします。

Application Name 空欄

Short Description 空欄

Long Description 空欄

Icons

Application icon 各サイズのアイコンをアップロードします

Document icon 各サイズのアイコンをアップロードします

Drive integration

Authentication チェックをつけます

Client ID 作成したクライアントIDの文字列を入力します

Additional Scopes 以下の４つを入力
https://www.googleapis.com/auth/userinfo.email
https://www.googleapis.com/auth/userinfo.profile
https://www.googleapis.com/auth/drive.file
https://www.googleapis.com/auth/drive.install

Install URL [CACOO_URL]drive/install

Open URL [CACOO_URL]drive/

Default MIME Types application/vnd.cacoo.diagram

Default File
Extensions

空欄

Secondary MIME
Types

空欄

Secondary File
Extensions

空欄

Creating files チェックをつけます

New URL [CACOO_URL]drive/

Document Name 空欄

Importing チェックをつけません

Mobile browser
support

チェックをつけません



Multiple file support チェックをつけません

Shared drives support チェックをつけません

以上を入力したら[SUBMIT]をクリックします。





Cacoo EnterpriseでのApps連携、Drive連携の設定
管理者でCacoo Enterpriseにログインし、右上メニューの[管理]から管理画面に遷移し、[基本設
定]を開きます。
Apps連携を有効にするには、「Google Appsアカウントでログインを許可」にチェックをしてから設
定を保存します。

次に[外部連携設定]を開きます。



Google Appsの設定
Apps連携を有効にするには、「Google Appsの設定」でAPI Accessファイルとして、登録したクラ
イアントIDからダウンロードしたJSONファイルを指定します。

注意：”ログイン時にユーザアカウントを自動作成する”について

Google Appsで管理しているユーザーを、そのままCacooでも利用できるようにするときに設定
します。個別のユーザーをCacooに登録しなくても、Google AppsからCacooにログインした
時、自動的にCacooのアカウントを登録します。

Google Driveの設定
Drive連携を有効にするには、「Google Driveの設定」でAPI Accessファイルとして、登録したクラ
イアントIDからダウンロードしたJSONファイルを指定します。

注意：”ログイン時にGoogle Driveと紐付ける”について

もしGoogle Appsアカウントでログインする全員にGoogle Driveを利用させたい場合は、”ログ
イン時にGoogle Driveを紐付ける”をチェックしてください。Google Appsアカウントでログインし
たことのあるユーザはログイン時にGoogle Driveの紐付け画面が表示されるようになります。

以上の設定後、[変更を保存]をクリックして設定を完了します。



ユーザのGoogle Drive紐付け設定
管理者がGoogle Driveを利用する設定を行った後、各ユーザがGoogle Drive連携を利用するに
はGoogle Driveの紐付け処理を行う必要があります。

注意：”ログイン時にGoogle Driveと紐付ける”について

管理者が外部連携設定で”ログイン時にGoogle Driveと紐付ける”にチェックしている場合、
ユーザはログイン直後にGoogle Driveの紐付け画面が表示されますので、画面の指示に従っ
て紐付け処理を完了させてください。

ログイン後、右上メニューの[設定] -> [ユーザー情報]を開きます。Google Driveが”紐付け済み”
の場合は既にGoogle Drive連携の設定が行われています。”未設定”の場合、”紐付ける”をクリッ
クして、画面の指示に従い紐付け処理を完了します。


